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Abstract 
In order to study the effect of pulsation on solid-liquid extraction， the extraction of benzoic acid-
paraffin spheres was examined in packed bed by using water as solvent in the range 3.12<Re<111， 0.16< 
a<1.08 and 0.133く1<0.800.
The results obtained were as follows : 
1) The effect of solid -liquid extraction in pulse f10w increased by about 1.5-2.0 times in comparison 
with that of steady f1ow. 
2 ) The following correlations were observed between the mass transfer coefficient kL， the amplitude a 
and the frequencyメ
at a壬0.33:kL民(a.f)o・01
at a詮0.52，Rep ~五 32:kL cxa'o・61・fO・21
at a孟0.52，Rep >32:正LCX(a.f)。
3 ) Itis considered that when the steady f10w is accompanied by the pulsation， turbulence is caused by 
virtue of the pressure arised periodically out of the pulsation at the solid-liquid interface in pore of the 






















安息香酸(和光純薬工業製， 1級)とパラフィン(和光純薬工業製， 1級， m.p.=60-620C) 




4. Pulse generator 
~. Sample bed 






a[cm 0.16 ~ 1.08 
/[sec-l] 0.133 ~ 0.800 
ゐ[cm] 0.603 ~ 0.612 
H[cm] 4.83 ~5.25 
ε[ -] 0.420 ~ 0.466 
わ [cm/sec] 0.0427 ~ 1.51 
認s[cm/sec] o ~ 1.04 
Re[-] 3.12 ~ 111 
Res[ -] o ~76.6 
Rep[ -] 3.12 ~44.4 
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2. 3 実験健の整理法




qf=qs+av • f (1) 
空塔速度をめ，脈動流中の定常流分の流速を Us，塔内線分振幅(以後，単に振幅と記す)を
aとすると，式(1 )は次式のように書きあらためられる。
Uf=Us十a.f ( 2 ) 
本実験で使用した空塔速度は式(2 )で示される。
2. 3. 2 積算抽出率
実験で得られた安息香酸濃度の時間的変化図を用いて図積分法で算出した。
微少時間!:18iにおける抽出液の平均濃度を Ciとすると，!:18iで、の抽出量Mitま tjf.Ci・!:18iに等
しく，積算抽出量 Mkは ~ Miで表わされるので，積算抽出率Eは次式により算出できる。
E=Mk/MoX100 ( 3 ) 
ここでM。は実験開始時の試科中の全安息香酸量である。







Ms=~ :; ds-:; (dp-2x)斗.p.ρ11iUP b，UP-"'A} f-'-P ( 4 ) 
ここでゐ:試料径， ρBA 固体安息香酸密度，p:細孔率である。式(4 )を展開すると
(81) 
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つ つつMX3_~ dox2十三?-d; x 一一~ーニO
Pん 4...p -'" 4πPρBA ( 5 ) 
この式から試行錯誤法でxを求めることができる。
2. 3.， 4 平均固液接触表面積
固液接触表面積は実験開始から終了まで徐々に変化するが，xは本実験範囲では非常に小さ
くへ任意時間での接触表面積5はその時のxの中間値x/2後退した時点の値を用いると





2， 3. 5 物質移動係数および物質移動1M因子
( 6 ) 







dN'ェ正L'ι.Ac ' dH (cs-c)二五f'Ac' dC 
で表示することができる。
この式を層入口(添字1)および層出口(2 )間で積分すると， Cl二 O故
王一一笠L一一 1 一一ζι一一九 ..n





( 8 ) 
( 9 ) 
(10) 
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Re8=Aι亘土色s - μ 
脈動の線速度々fを用いた時
Reb = dp af_p_ eP- μ 
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1び， 1寸了 ~ 10' -------，Q2 
w 問悔い-1 -
図9 脈動流中の菌液抽出への式(1乃の適応性の検討










岩戸0.55Sp3 /1 + f可 (18) 
振動流支配では
詐 =0.35S~/3田町{(子rムιr3 (19) 
となる。
本研究の結果を Sh/Re1/2と(π-af/ us) 2ほん/2:πゐf)山で図示すると図9になり，北浦の式を
脈動流中の固液抽出には適用できないことがわかった。




















式 (21)，(22)， (23)から脈動の抽出におよぼす影響を検討した。無次元式の第 1項(al/め)
は脈動流と脈動の線速度の比で，その指数 αは正の値をとり，振幅と脈動数の積が大きいほど
ん値は大きくなる。また Uf二 us+al故(al/Uf)α=(ム/α1+1)αとなり，us/ al，αが1より
小なる場合ほど脈動効果が大きくなる。 G孟0.52の時その効果が大きいと言える。第 2項(aldp/





五LC疋冠王0.05・aO.01 ・10.01 (24) 
となり，a三五0.33ではめ， a，1はkLにほとんど影響を与えてないことがわかる。
式 (22) より
f.':L 0ζUY17・aO.61・10.21 (25) 
となり，aき0.52，Rep壬32の条件下ではめ， a，1共に物質移動を左右するが，特に振幅の影響
が大きい。式 (23) より









































αミ0.52，Rep壬32の時， 五'L C丈 aO•61 ・ fO•21




Ac ・充填層断面積 (cm2) N:充填粒子数 〔一〕
a:脈動の振幅 (cm) P:細孔率 〔一〕
ap 充填層単位体積当りの平均接触表 ijf:脈動流の時間平均流量 (cm3/sec) 
面積 (cm-1) is :脈動流中の定常流の時間平均流量 (cm3/sec)
c:液濃度 (g/cm3) Re:レイノルズ数
Cs :飽和濃度 (g/cm3) s:接触表面積







正L 液相物質移動係数 (cm/sec) μ 粘度
M.:積算抽出量 (g) PsA 安息香酸密度
M，日:試料中の金安息香酸 (g) V.動粘度
Ms:試料 l個当りの抽出量 (g) 
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